







































　図 1 は A 国と B 国の労働市場を表している。DA と DB は A 国 B 国の労働需
要曲線を，SA と SB は A 国 B 国の労働供給曲線を意味している。需要曲線は限
界生産力価値を表しており，競争的な市場において，賃金率は限界生産力価値
と等しくなる。
　当初，A 国の労働者数は lA，賃金率は wA であり，B 国の労働者数は lB，賃
金率は wB となっている。その後，賃金率の低い B 国から賃金率の高い A 国













が生じたことにより，A 国の現地の労働者の余剰は「イ + ウ」から「ウ」に
減少する（5）。その一方で，生産者余剰が「ア」から「ア + イ + エ」に増加す






ということになる。B 国では，労働者の余剰が「ク + コ」だったのに対して，
移動した労働者の余剰「コ」が失われるものの，残った労働者の余剰が「キ + ク」
になる。また，移動した労働者の A 国での余剰は「オ」となる。一方で，生産
者余剰は「カ + キ + ケ」だったものが「カ」になる。全体としては，生産者
余剰が「キ + ケ」だけ減り，労働者余剰が「オ + キ – コ」だけ増えることから，
全体としては｛ 「オ」–「ケ + コ」 ｝だけ総余剰は増えることになる。この時，
wA
’ ≧ wB














































　そこで，A 国の労働市場が熟練労働者（タイプ H）と未熟練労働者（タイプ L）
の 2 つの市場に分断されていて，熟練労働者と未熟練労働者は補完関係にある
という前提のモデルを図 2 に示す。DH と DL はタイプ H・タイプ L の労働需
要曲線を，SH と SL はタイプ H・タイプ L の労働供給曲線を意味している。当初，
A 国ではタイプ H の労働者数は lH，賃金率は wH であり，タイプ L の労働者数
は lL，賃金率は wL となっている。その後，B 国から A 国へ m 人の未熟練労働
者が移民したとすると，タイプ L の労働者数が lL
’ （= lL +m）になり，賃金率
は wL
’ に低下する。その一方で，タイプ L の労働者数が増えたことによってタ
イプ H の限界生産力価値が高まり，賃金率が wH
’ に上昇する。
　この場合は，移民が生じたことにより，タイプ H の労働者余剰は「ソ」から「ス
+ セ + ソ」に増加する。生産者余剰は，タイプ H の市場では「シ + セ」から
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「サ + シ」になり双方の大きさは変わらないものの，タイプ L の市場では「タ」











　Card（1990）は，1980 年から 1981 年にかけてキューバからマイアミに



















ローチを提案している。Borjas, Freeman and Katz（1996）は要素比率アプロー
チでの分析の結果，移民は高卒相当の労働者の賃金を下げる効果は緩やかであ
る一方，高校中退労働者の賃金を下げることに大きな役割を果たしていると結
論づけている。Borjas（2003）は 1980 年から 2000 年までの間に移民は米国で
の男性の労働供給を 11% 増加させており，高校中退労働者の平均賃金が 8.9%
低下したとしている。
　これに対して，Ottaviano and Peri（2008）は Borjas（2003）が用いた前提（学
歴区分や，その中での代替関係）を見直した上で同様の分析を行った。その結












































































































　（ 1 ）　本稿執筆時点（2018 年 11 月上旬）
　（ 2 ）　日本経済新聞 2018 年 11 月 5 日付夕刊
　（ 3 ）　 本稿では国境を越えて労働者が移動することを「移民」と表現する場合がある
が，日本政府は新たな外国人材受け入れについても従来通り移民政策ではない
と出張している。




治安，快適な環境などが挙げられている。Bansak et al （2015）
　（ 5 ）　 労働者全体としては「ウ＋オ」になるのだが，「オ」は流入してきた移民が受
け取る。
　（ 6 ）　 Borjas は自身の 2001 年の論文で，特定の教育を受けた新たな移民達は，彼ら
のスキルに対して最も高いリターンが得られる地域を決定しているという証拠
を提示しているという。
　（ 7 ）　Ottaviano and Peri（2012）の分析でも同様の結果になっている。
　（ 8 ）　 知的熟練に関して，小池和男が数多くの研究成果を発表している。それらをま
とめたものとしては小池（2005）などが読みやすい。
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